
こども教育財団「先生の学校　オンラインミーティング」

静岡サレジオ小学校 
教諭　山本 雄登

ICT利活用で“対話”の充実を図る



山本 雄登（やまもと ゆうと） 
• 教員歴９年目 
• 2018年度より静岡サレジオ小・中・高等学校に勤務 
• 4-4-4 制のミドルステージ（小5～中2）を担当 
• 専門科目は社会科 
• ICT主任　⇨児童一人一台iPadを導入（2020年） 
• ロイロ認定ティーチャー2020 No.108

自己紹介



ICT研修の現在地

子どもの資質・能力を育むICT利活用
学力向上 協働学習 学習評価

端末・環境 アプリの使い方 トラブル対応

1人1台端末どうしてる？ 
授業でどう使ってる？

Level１

Level２



「主体的・対話的で深い学び」

 ICT
×



• 一人ひとり異なる成果発表ができる 
• 教師は全員の考えを一目で把握できる 
　（これまで） 

‣ 教師が指名した4、5人の意見を板書 

‣ 全員分は聞けないのでグループで1つに絞る 

‣ 子どもたちの掛け合いを事前に予想 

【座席表指導案】

授業でICTを利活用すると



よく使っているアプリ



ロイロノート・スクール

発表・共有・協働

思考の可視化

記録・振り返り

圧倒的な手軽さ



回答共有機能

「自分の答えと友達の答えはどこが
同じでどこが違うのか」と 
子どもたち自身で考え出す 

⬇ 
“対話”の充実につながる



ロイロノートでも共同編集

•参加者が編集したカードがリアルタ
ムで共有される 

•Googleの「共同編集」機能に近い 
•さらにスムーズな協働学習の可能性 
①(児童)カードを書く→②(児童)提出箱に送る→③(教師)回答共
有する→④(児童)提出箱を見る、のステップが不要に

共有ノート



予想される「共同編集」のデメリット

• せっかく作ったカードが、勝手に移動さ
れたり削除されたりする。 
• 自信をもって考えた自分の意見が、仲間
からダメ出しされる。 
• 複数人で同じ作業を同時にやってしま
い、グループの活動がうまく進まない。 
• 同じグループなのに、いい意見を言ってく
れない人がいる。 
• グループの中で自分だけが頑張っている。



Go for Broke!良い方向に目を向けて
実践あるのみ！



授業実践

共有ノート

「問い」から
始まる授業

×

樋口万太郎 著 
（京都教育大学附属桃山小学校）

【参考】



5年・社会「工業生産とわたしたちのくらし」

１「くらしや産業を支える工業生産」

２「自動車工業のさかんな地域」

３「日本の貿易とこれからの工業生産」

・自動車ができるまで 

・これからの自動車づくり

「問い」
をつくる
活動



① ロイロノートの「共有ノート」機能に
ついて教える 

② グループごとに様々な問いを出す 
③ ピラミッドチャートで“深い問い”を検
討する 

④ 上位に残ったカードを集約　 
　　　　　　　⇨再び一斉授業へ転換

「問い」をつくる活動



「問い」づくり

・カードの最後に（名前）を書く 
・言葉遣いなどにも注意させたい 
・6つの部屋に配置していく



教師が大型モニターに映した画面

グループごとに様々な問いを出す





“深い問い”を検討する

・「ツールを切り替え」 
　⇨「ピラミッドチャート」 
・カードを3段に分けていく

視点





各グループの様子



上位に残ったカードを集約　



子どもの「問い」から授業をつくってみて

① 子どもたち自身が学習に目的をもて
るようになった 
⇨自分たちの疑問（問い）が授業で解決され
る。学習に意欲。  
　　　　　　➡「主体的」な学びにつながる 

② グループワークの質の向上 
⇨意見を「集約する」とは何かを知り、仲間
の意見を尊重しながら話し合えるように。 
　　　　　　➡協働学習・学びの深まり



共有ノートを使ってみた児童へのアンケート



共有ノートを使ってみた児童へのアンケート



共有ノートを使ってみた児童へのアンケート

Easyな課題 ➡ 次第に解消されるのでは⁉



共有ノートを使ってみた児童へのアンケート



共有ノートを使ってみた児童へのアンケート



① リアルタイムでのカード編集 
⇨仲間の意見を見ながら自分の意見を示す
ことができる 

② “対話”の更なる促進 
⇨自分が言葉にできなくても仲間が言葉に
してくれる

「共有ノート・共同編集」活用のメリット

即共有・時短

集団で学ぶ意義




